














































































































































61 11　　0，曾・「・ 112 22　28，・曾曾・ ??? ??
（％） 55．613．612．617．1 0．5 0．5 6．617．620．7 36．216．0 2．9 0 29．6 5．8 7．495．34．7
大阪（9ポストーのべ155人）　．，，，，曾曾・幽曽，，層r曾r● 34 63　36曾99・， 20 2
????







P．3 0 　り響k3，，T．212．934．2，■曾・・S5．80．6 0 29．0 6．5 1．398．7 1．3










P．3 0．7 6，，曾曹曹Q．0 8．631．6，曾．「曾T4．63．3 0 7．9 0．7 0 100 0
























































































札幌（5ポストーのべ100人）・・曹9● 32 20 2225 1 0 1 4 21 38 342 0 15 3 0 97 3
曾．・…
i％） 32り，，，@20，，・・@2225 ，．「@1曾・「．．@　0．－@　1 4 ，「■9・@21一一匿一．@38匿一一P－R4．一一一一@　2一曾．9．@　09．，辱丁冒曹曹@　　159・「匿－匿匿@　　3冒，・曾・9@　0
・．－－．@97．一一．－R．1










































































































































東京管内（20ポストーのべ381人） 2 0 0 4 1 1 1
（％） 簸競一噛畠ｭ
，　0．5 P　O ，　　0 1．1 曹，@0，5 0．5
，　0．5
大阪管内（9ポストーのべ155人） 39 1 0 1 0
?? 0
．匿r冒，P〒冒一一P@　　　　　　　　　　　　　（％） 25．2
F，，，，，剳~鱒 0．6 「　　　0 0．6「　　　0 0 0




0 ，? 0．7 0 0．7








30．1 3．5羅覇 3：5 ，　0 0 0．7
福岡管内（12ポストーのべ226人） 104 39．0
??? 2r ??? ??? ????





O仙台管内（8ポストーあべ140人） 97 9 2 0 1 奎　　‘8幽畠畠
，　　　　　　　　　　　　　　（％） 693 6．4 1．4 0 0．7，P
曹，
@　1，4P　　O








高松管内（6ポスト・のべ114人） 34 41 12 0 3 0 0
．匿一．冒冒τ一．冒冒「一．@　　　　　　　　　　　　　（％） 29．8 36．0


























A任者 出　身　大　学 級　班　区　分 最高裁
男女別










? ??? 296365 63 0 571 96 22 887 20



































Sl S2 S3 Al A2 B1 B2
東大（319） 18 31 65 116 7215 0
％① 5．6 9．7 20．4 36．4 22．64．7 0
％② 35．7 58．9 4．7
京大（163） 4 11 25 58 62 3 0
％① 2．5 6．7 15．3 35．6 38．0 L8 0
％② 24．5 73．6 1．8
国公立大（173） 0 5 13 60 88 7 0
％① 0 2．9 7．6 34．7 509 4．0 0
％② 10．4 85．5 4．0
私大（226） 1 4 6 56 127 32 0
％① 0．4 18 2．7 24．8 562 14．2 0
％② 4．9 81．0 14．2
その他（5） 0 0 0 2 2 1 0
％① 0 0 0 40 40 20 0












































東京高裁 32 31 96．9
知財高裁 3 3 100
大阪高裁 20 20 100
名古屋高裁 5 4 80
金沢支部 1 0 0
広島高裁 4 1 25
岡山支部 1 0 0
福岡高裁 7 7 100
宮崎支部 1 0 0
仙台高裁 4 3 75
札幌高裁 3 3 100
高松高裁 2 1 50

































全裁判官 2367 907 38．3％
東大出身 571 319 55．9％
京大出身 345 163 47．2％
国公立大出身 293 173 59．0％
私大出身 626 226 36．1％






全裁判官 1646 657 39．9％
東大出身 380 225 59．5％
京大出身 250 128 512％
国公立大出身 203 121 59．6％
私大出身 431 159 36．9％






































全裁判官 2367 907 38．3％
S級 238 183 76．8％
S級1班 27 23 85．2％
S級2班 61 51 83．6％
S級3班 150 109 72．7％
A級 994 661 66．5％
A級1班 426 296 69．5％
A級2班 568 395 64．3％
B級 727 63 8．7％
B級1班 421 63 15．0％




















全裁判官 1646 657 39．9％
S級 165 132 8α0％
S級1班 16 16 100％
S級2班 44 38 86．4％
S級3班 104 78 74．3％
A級 688 483 70．2％
A級1班 265 198 74．4％
A級2班 423 285 67．3％
B級 513 42 8．2％
B級1班 296 42 8．2％












東大 京大 融立大 私大 その他 不明 S1 S2 S3 A1 A2 B1 B2男 女
26地裁（のべ449人） 198 89 82 69 2 9 17 47 67172 13412 0 446 3
（％） 44．1 19．8 18．315．4 0．4 2．0 3．810．5 14．9 38．3 29．82．7 0 99．3 0．7
26家裁（のべ488人） 146 88 103135 9 7 4 28 54123237 420 458 30

























全裁判官 2367 907 38．3％










































東京地（17） 14 1 2 0 0 0 1 7 4 5 0 0 0 12（12） 1 3 17 0
東京家（16） 6 5 2 3 0 0 1 4 6 4 1 0 0 11（9） 2 3 15 1
横浜地（16） 9 3 2 2 0 0 2 5 6 3 0 0 0 11（10） 1 2 16 0
横浜家（17） 6 2 2 6 1 0 0 5 2 5 4 1 0 2（1） 0 0 14 3
さいたま地（19） 10 5 3 1 0 0 3 3 1 ll 1 0 0 9（1） 4 4 18 1
さいたま家（18） 7 2 5 4 0 0 1 2 2 6 7 0 0 3（0） 1 0 14 4
千葉地（20） 15 3 0 2 0 03 4 5 7 1 0 0 12（3） 3 2 20 0
千葉家（19） 5 1 3 10 0 0 0 3 2 6 7 1 0 3（0） 0 0 17 2
水戸地（21） 12 4 2 3 0 0 1 7 6 6 1 0 0 8（0） 0 1 20 1
水戸家（21） 10 3 2 6 0 0 0 1 4 4 9 3 0 0（0） 0 0 20 1
宇都宮地（21） 16 1 1 3 0 0 0 4 7 8 2 0 0 5（0） 0 2 21 0
宇都宮家（19） 6 2 5 6 0 0 0 0 4 6 7 2 0 2（0） 1 0 17 2
前橋地（21） 12 4 3 0 1 1 2 6 4 9 0 0 0 9（0） 1 3 21 0
前橋家（21） 9 3 3 6 0 0 0 2 1 10 6 2 0 1（0） 0 0 20 1
静岡地（19） 16 0 1 2 0 0 2 1 4 10 2 0 0 2（0） 0 1 19 0
静岡家（17） 9 0 2 6 0 0 0 1 2 7 6 1 0 2（0） 0 0 14 3
甲府地・家（20） 14 1 4 1 0 0 4 6 45 1 0 0 9（0） 5 6 20 0
長野地・家（20） 14 2 2 1 0 1 3 3 4 10 0 0 0 3（0） 1 1 20 0
新潟地（19） 10 5 2 2 0 o 1 0 7 9 2 0 0 4（0） 1 0 19 0
新潟家（20） 12 5 2 1 0 0 1 3 4 7 4 1 0 4（0） 1 0 20 0


























































































地家裁所長（総数） 初任 東京地 東京家 横浜地 横浜家 さいたま地 さいたま家 千葉地 千葉家 水戸地水戸家 宇都宮地 宇都宮家 前橋地 前橋家 静岡地 静岡家 甲府地・家 長野地・家 新鴻地 新潟家 管外所長 退官
東京地（17） 0 一 1 0 0 1 0 2 0 4 0 1 0 2 0 0 0 0 1 0 0 5（2）bbb、?緒V晒　　隅 3〔0〕
東京家（16） 0
?
一 1 0 4 0 2 3 2 0 0 0 0 0
? 0 1 0
??
0 4（3）勲 3〔0〕
横浜地（16） 1 0 　甘　㌔㌔へ㌔
A、・高 一 0 0 1 0 0 1 0 2 0 2 0 1 0 1 0 1 0 9（4）鞭 4〔0〕
横浜家G7） 0 0 0 0 ｝灘鋤 3 0 3 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1 10（3） ? 9〔2〕
さいたま地（19） 8纒欝 0 1 一 3 0 0 2 0 2 0 0 0 0 1 0 0 1 輌0 6（3）1㌔」Y髄 3〔3〕
さいたま家（18） 2 0 0、艶亜㌔、や榊?睡m㍉爾鴬F卜
?
灘灘3 一 0 2 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 11（1）辮 7〔2）
干葉地（20） 10
?
翻2 0 0 0 0 一 0 0 0 1 1 2 0 0 0 2 2 0 0 1（0）懸o 1〔2〕
千葉家（19） 8 0叢糞§ 0論3 o謬．縄 0 一 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 8（1）顯 6〔4〕
水戸地（21） 10
????
難蹴　、 雛 0 綴灘 0 0 0 一 3 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 7（1）鞭 1〔5〕
水戸家（21） 18 0 0 0 0 0畿灘ま購曽1雫 0 亭，ﾄ鱒 鷺 一 ’脳難炉兼Q、 0 0 0 0 0 0燃藝 購灘1 0 3（0）灘 6〔5〕
宇都宮地（21） 11灘圭 0欄歴J・』?? 0 2 01熱1 0 0 1 一 3 0 0
?
『1 0 0 1 0 7（3） 騨搭．甜ヒ旨 4〔4〕
宇都宮家（19） 13 0 0 0 0 0 0赫醸1 0 0 0戴、糖 一 0 0 0 0 0 0 ．0 1 5（0）
亙藩、㌔」㌔」
蛯R　㌔搬 8〔1〕
前橋地（21） 13、“酔丁「　　rﾔ認 0 ’挿粥唖?Q 1 0 0難多 0 0 0 0 0 ｝ 0 0 1 1 1 0 1 4（1）
?、?↑
3〔4〕
前橋家（21） 正4 0 0 0 0 0 0 0 ㍉1 引　　　　　b蜊ｧ 0 0 0 0・ 一 0 欝　，，，』 o 噛　0鞭 0 7（0） 　2b　㍉鞄腰・ 6〔7〕
静岡地（19） 9 0織鋤脚職硫 葺　ユ 0 0 0 0 o 0 0 1 0 0 ’　o 一 1 0 0 1 0 8（1） ?? 4〔7〕
静岡家（17） 10 0 0 0 1’1辮．1灘鍵鶴 0 1 0 0 、繋 0
???
1 馨灘 一 0 0 0 0 7（1）b懸、0 6〔3〕
甲府地・家（20） 18 0，　難 ’　㌔㌔融　」㌔燈唐P　㌔　　　“
???
0 0、 2 0 0 0 0 0 、・ 0 0 0 一 0 0 0 2（0）簗騨0 0〔5〕
長野地・家（20） 13羅難ヒ 0 0 0 0 霞講欝　　㌔ 0 0 「? 0 0、 ?? 0 0 0 0 一 0 0 6（0）灘3 1〔5〕
新潟地（19） 10 0灘1 N鱒“　中RA　墓1 0 0懇騨 0 o難襲　酔　、　、 1 響ヌ’｣謙 0 0 1
??、、
0 0 0 一 2 5（D
繋縄靴叢’ 0〔4〕






































































































































































地家裁所長（総数） え抜き 大阪 名古屋 福岡 仙台 札幌 高松
東京地（17） 17 0 0 0 0 0 0
東京家（16） 16 0 0 0 0 0 0
横浜地（16） 16 0 0 0 0 0 0
横浜家（17） 16 0 0 1 0 0 0
さいたま地（19） 18 1 0 0 0 0 0
さいたま家（18） 17 1 0 0 0 0 0
千葉地（20） 20 0 0 0 0 0 0
千葉家（19） 17 0 0 1 1 0 0
水戸地（2D 21 0 0 0 0 0 0
水戸家（2D 20 0 0 0 0 0 1
宇都宮地（21） 21 0 0 0 0 0 o
宇都宮家（19） 18 0 0 1 0 0 0
前橋地（21） 21 0 0 0 0 0 0
前橋家（21） 21 0 0 0 0 0 0
静岡地（19） 19 0 0 0 0 0 0
静岡家（17） 16 0 0 1 0 0 o
甲府地・家（20） 20 0 0 0 0 0 0
長野地・家（20） 20 0 0 0 0 0 0
新潟地（19） 19 0 0 0 0 0 0
新潟家（20） 18 0 1 0 0 1 0
総数（381） 371 2 ?? 4 　　　1・・曾99 層，，陀 　　lP曹曾9．．曾，
?




























高裁長官待機 登竜門 中継点 上がり ブーメラン 所長箔付け
東京地 ○ 鐡霧騰騨鶏 霧舞鞭麟i懸 ”膨鋼ウ＿帽　　擁，’占 灘難難騨難麟
東京家 O 購「P雛騰灘繹灘 難轍灘鱗 1糠・騰 凝雛雛難
横浜地　’ ○ 婁蕪
§　　1　凌　1 懇肇難難鰹鱗 霧灘装麟麟鶴 雛蕪・　　鱒
横浜家 鷲灘羅鰯灘 繍顯繍羅 甕頭、、．繍講 ’○ 職聾雛難 灘懸欝羅
さいたま地 ・癬護 ○ ○ ○ 琉・㌔’髪6”，　’ 難韮繍　購購・
さいたま家 総蕪蓑灘雛 丁　’「導 ・○ ○　　「 雛藩灘縣購
千葉地 津鱗懇灘蜘 ○ ○， r勇z桑　　　　　代@　　、∈詮難馨嚢難翻 緩灘㈱驚、
千葉家　　『「 羅難 譲灘欝灘議 ○ ○ 蕪 縫灘購難鱒1
水戸地 雛雛鎌黙 O ○ ○ 藤ご騰髪 簸灘灘難
水戸家 購難灘鎌灘灘 縢・・ ○　　， 懸難難嚢灘 ㌧1例あり ○
宇都宮地 糞難蓬「　　灘　　　　　　．灘 ○ 諺i羅藤議 ○ 鍵麟嚢雛 難購譲，藩、
字都宮家
占
羅i難嚢難 ○ 懸難懸難、 1例あり ○
前橋地 巖購灘繍騰． ○ 亭　難…灘難蝋霧購購灘 几
前橋家 ・馨難騨 麟鑛蕪難難、
? 舞難難難 辮嚢灘懸灘 O
毛　丁，　r静岡地 雛離黛 、箋雛難灘騰 ○ ○ 繕塞欝麟総蒙 ○
静岡家 灘雛欝騰憂 雛難灘 ○ ○ ○
甲府地・家 簾鑑　。凝。灘 ○ 馨難灘難羅霧 鱗雛 ○
丁、長野地・家 織藝 ・螺講離灘雛． ○ 葺農、　　　　　丁 灘騰i灘難謙総麟鷺
新潟地 繋嚇騰雛． 丁繊灘難鶏 ○ 轍灘醗欝 灘饗覇鱒蕪 灘離懸懸麟










































































































































最高裁長官 2 1 0 0 0 0 0
最高裁判事 0 0 6 0 0 0 0
高裁長官 0 0 6 25 1 0 0
司研所長 0 0 0 1 0 0 0
高裁部総括 0 0 0 1 0 172 0
地家裁所長 0 0 0 2 0 128 1





ﾒの退官ポスト 桐花大綬章 旭日大綬章 旭日重光章 瑞宝大綬章 瑞宝重光章 瑞宝中綬章
最高裁長官 2 0 0 0 0 0
最高裁判聖 0 4 0 0 0 0
高裁長官 0 0 0 2 14 0
高裁部総括 0 0 1 0 72 3
司研教官 0 0 0 0 0 2
地家裁所長 0 0 0 0 16 48
’　司研教官は司法研修所教官。
’t ?ｬ参照資料は表17と同じ。
（23）　『全裁判官経歴総覧』では，司法修習終了後，弁護士あるいは検察官となり，
　　裁判官としての経験なしに最高裁判事あるいは簡裁判事になった者も，該当す
　　る司法修習期に従って採録されている。それらの者は本稿のテーマから外れる
　　ので，総数から除外した。
（24）従来，裁判官の人事評価はいわば公然の秘密として実施されてきた。いわゆ
　　る「ブルー・パージ」の犠牲となり，判事再任を拒否された宮本康昭は，その
　　評価項目を次のように紹介している。○執務能力　1事件処理能力（正確性・
（335） 165
政経論叢第77巻第3・4号
　　速度・法廷処理）　2指導能力（職員に対する指導。部の総轄者としての適否）
　　3法律知識及び教養　○健康　○人物性格の特徴　○綜合判定　となっていた。
　　宮本康昭（1979）『危機にたっ司法』汐文社，125－126頁。
　　　近年の司法改革の結果，2001年4月に裁判官の人事評価に関する規則が施行
　　され，いまでは人事評価の透明性・客観性の確保が目指されている。同規則に
　　よる評価項目は，○事件処理能力　○部等を適切に運営する能力　○裁判官と
　　して職務を行う上で必要な一般的資質及び能力　である。評価書は裁判官から
　　申出があれば開示され，裁判官はその記載内容について不服があれば，評価権
　　者に対して不服の申出もできる。
（25）　現在の女性裁判官の比率にっいては，最高裁によって毎年編集されている
　　『裁判官データブック』の数字が参考になる。最新の『裁判官データブック
　　2008』によれば，2008年4月15日現在の女性裁判官数は537人である。一方，
　　裁判官全体の実数は非公表であり，定数のみが明らかにされている。2008年度
　　の裁判官（最高裁長官，最高裁判事，高裁長官，判事，判事補，および簡裁判
　　事）の定数は3491人である。とりあえず，これを母数にすると，女性裁判官
　　の比率は15．4％になる。もちろん定数〉実数であるので，女性裁判官の実際の
　　比率はこれより若干高い。最高裁判所編著（2008）『裁判官データブック2008』
　　判例調査会，22頁。
　　　ただし，女性裁判官が増えれば司法におけるジェンダー・バイアスが解決さ
　　れるという単純なものではない。判断基準そのものがジェンダー・バイアスを
　　含んでいる場合，女性裁判官もそれを受け入れざるをえないのである。第二東
　　京弁護士会司法改革推進二弁本部ジェンダー部会司法におけるジェンダー問
　　題諮問会議編（2003）『事例で学ぶ　司法におけるジェンダー・バイアス』明石
　　書店，307頁。
　　　とはいえ，本稿が対象としている時期の3．8％に比べれば大きな前進ではあ
　　ろう。そして，女性裁判官の増加に伴って，女性裁判官の所長就任率も徐々に
　　上昇していくに違いない。
（26）　『読売新聞』1994年11月3日。
（27）　三強所長のうち東京家裁所長からは矢口，横浜地裁所長からは仁田陸郎（18
　　期：S1）が東京高裁長官に到達している。
（28）　元最高裁判事の園部逸夫は，これらの所長の位置づけについて「千葉，浦和，
　　水戸，前橋、甲府，静岡というのは，関八州ですからね。裁判所の規模は大き
　　くないのですけれども，転勤先としては，割合いいところになっているのです。
　　どうしても，東京に近いものですからね。だから，所長などの地位も，関八州
　　の所長の地位はかなり高い」と述べている。園部逸夫（2006）『園部逸夫オー
166 （336）
全国地家裁所長の人事パターンの制度化に関する一考察
　　ラル・ヒストリー』東京大学先端科学技術研究センター御厨貴研究室，83頁。
（29）　15人の最高裁裁判官のうち裁判官出身枠の6人に入るには，事務総長ライン，
　　司法研修所長ライン，そして首席調査官ラインの三っが現在ある。拙稿
　　（2008）60頁。
（30）　職業裁判官で高裁長官を経ずに最高裁判事になったのは，千種秀夫（7期：
　　A1）だけである。
（31）倉田卓次（3期：A1）はこの具体例を次のように述べている。「〔札幌高裁
　　の一引用者〕民事部が二っあるうち，私が属したのは第四部。裁判長……は，
　　初あが川井（立夫）さん，交替されて伊藤（淳吉）さんであった。二人とも，
　　ある管内での定評のある人物を将来その管内での筆頭に据える前に他管内を一
　　度経験させる異動方針の結果と言える人事で，後にそれぞれ福岡，名古屋に戻
　　られた。」倉田卓次（2006）『続々裁判官の戦後史』悠々社，36頁。
（32）　拙稿（2008）68頁。
（33）例外は宇都宮地裁所長から静岡地裁所長への園尾隆司（26期：S2）の異動
　　である。従来，宇都宮地裁所長から所長ポストへの異動は，東京・南関東の地
　　裁と高裁所在地地裁に限られてきた。園尾が破産事件審尋に異例の出席・質問
　　をした一件（2007年2月）に対する，事実上の降格処分であろう。
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